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『
張
家
山
漠
墓
竹
簡

序
言

本
稿
は
、
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
（
文
物
出
版

社
、
二

0
0
一
年
）
所
収
の
主
要
六
文
献
を
解
説
し
た
も
の
で
あ

り
、
「
第
一
部
張
家
山
漢
簡
解
題
」
、
「
第
二
部
張
家
山
漢
簡

関
連
文
献
提
要
」
、
「
第
三
部
張
家
山
漢
簡
『
蓋
麿
』
研
究
概
況
」

の
三
部
よ
り
な
る
。

一
九
八
三
年
、
湖
北
省
江
陵
県
張
家
山
二
四
七
号
墓
よ
り
竹
簡

一
千
二
百
三
十
六
枚
が
出
土
し
た
。
該
墓
は
前
漢
初
期
の
造
営
と

推
定
さ
れ
て
お
り
、
副
葬
品
、
並
び
に
同
時
に
出
土
し
た
「
暦
譜
」

の
記
載
か
ら
、
被
葬
者
は
下
級
官
吏
で
、
呂
后
二
年
（
前
一
八
六

年
）
、
或
い
は
そ
の
後
ほ
ど
な
く
死
去
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る

（注
1
)

。
そ
の
後
、
整
理
小
組
に
よ
る
解
読
・
整
理
を
経
て
、
出
土

し
た
竹
簡
は
以
下
の
八
種
に
整
理
さ
れ
た
。

一
、
暦
譜
（
墓
主
の
略
年
紀
）

二
、
『
二
年
律
令
』

三
、
『
奏
諏
書
』

四
、
『
脈
書
』

五
、
『
算
数
書
』

六
、
『
蓋
腐
』

七
、
『
引
書
』

八
、
遣
策
（
副
葬
品
の
物
品
リ
ス
ト
）

法
制
史
料
で
あ
る
『
二
年
律
令
』
『
奏
諏
書
』
、
医
学
関
連
書

の
『
脈
書
』
『
引
書
』
、
古
代
の
数
学
書
で
あ
る
『
算
数
書
』
、
兵

書
の
『
蓋
麿
』
な
ど
、
竹
簡
の
内
容
は
多
岐
に
渡
る
が
、
こ
れ
ら

は
何
れ
も
実
用
書
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
文
献
で
あ
る
と
言
え
る
。

右
記
の
文
献
に
対
す
る
写
真
図
版
と
釈
文
と
を
掲
載
し
た
『
張

家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
（
以
下
、
『
張
家
山
』
と
略
称
）

〔
二
四
七
号
墓
〕
』
解
説

福
田
一
也
草
野
友
子
金
城
未
来

中
国
研
究
集
刊
生
号
（
総
四
十
七
号
）
平
成
二
十
年
十
二
月
七
八

-10八
頁
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が
文
物
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
二

0
0
一
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
先
行
し
て
釈
文
が
公
表
さ
れ
た
文
献

も
あ
り
、
ま
た
二

0
0
六
年
に
は
釈
文
の
修
訂
本
も
出
版
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
で
は
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
る
釈
文

は
、
新
旧
複
数
が
存
在
す
る
複
雑
な
状
況
を
呈
し
て
お
り
、
研
究

を
進
め
る
上
で
注
意
を
要
す
る
。
そ
こ
で
以
下
、
簡
単
に
そ
の
経

緯
を
記
し
て
お
く
。

①
『
文
物
』
誌
上
に
お
け
る
釈
文
の
公
表
（
写
真
図
版
な
し
）

「
張
家
山
漢
簡
『
脈
書
』
釈
文
」（
『
文
物
』
一
九
八
九
年
第
七
期
）

「
張
家
山
漢
簡
『
引
書
』
釈
文
」（
『
文
物
』
一
九
九

0
年
第
十
期
）

「
江
陵
張
家
山
漢
簡
『
奏
諏
書
』
釈
文
（
一
）
」

（
『
文
物
』
一
九
九
三
年
第
八
期
）

「
江
陵
張
家
山
漢
簡
『
奏
諏
書
』
釈
文
（
二
）
」

（
『
文
物
』
一
九
九
五
年
第
三
期
）

「
江
陵
張
家
山
漢
簡
『
算
数
書
』
釈
文
」

（
『
文
物
』
二

0
0
0
年
第
九
期
）

②
釈
文
・
写
真
図
版
の
公
開

『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』

（
文
物
出
版
社
、
二

0
0
一
年
）

③
二

0
0
一
年
釈
文
の
修
訂
本
（
写
真
図
版
な
し
）

『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
（
釈
文
修
訂
本
）
』

（
文
物
出
版
社
、
二

0
0
六
年
）

④
赤
外
線
技
術
を
用
い
た
『
二
年
律
令
』
『
奏
諏
書
』
の
補
訂
版

影
浩
•
陳
偉
•
工
藤
元
男
主
編
『
二
年
律
令
与
奏
諏
書
ー
張

家
山
四
七
号
漢
墓
出
土
法
律
文
献
釈
読
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
七
年
）

『
文
物
』
一
九
八
五
年
第
一
期
に
、
「
江
陵
張
家
山
漢
簡
概
述
」

（
以
下
、
「
概
述
」
）
と
題
す
る
各
文
献
の
概
要
を
記
し
た
報
告
書

が
掲
載
さ
れ
て
以
降
、
①
に
掲
げ
た
『
脈
書
』
『
引
書
』
『
奏
諏
書
』

『
算
数
書
』
の
釈
文
が
続
々
と
『
文
物
』
誌
上
に
公
表
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
釈
文
の
み
の
公
表
で
、
写
真
図
版
の
掲
載
は
②
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
機
に
上
記
の
四
篇
に
関
し
て
は

早
々
と
研
究
が
開
始
さ
れ
て
い
っ
た
。
（
た
だ
し
、
『
文
物
』
釈
文

と
『
張
家
山
』
釈
文
と
で
は
、
文
字
の
判
読
に
異
な
る
箇
所
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
）
こ
れ
に
対
し
て
『
二
年
律
令
』
と

『
蓋
腐
』
は
、
②
の
刊
行
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
全
貌
が
明
ら
か

と
な
り
、
こ
の
時
点
か
ら
研
究
が
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
釈
文
の

公
表
時
期
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
進
展
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
二

0
0
六
年
に
は
、
②
の
釈
文
を
修
訂
し
た
③
が
刊
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行
さ
れ
、
ま
た
『
二
年
律
令
』
『
奏
諏
書
』
に
関
し
て
は
、
二

0
0

七
年
に
赤
外
線
技
術
を
用
い
て
再
度
文
字
の
判
読
を
行
っ
た
④
も

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
張
家
山
漢
簡
に
対
す

る
研
究
を
行
う
際
に
は
、
②
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
③
の
修
訂
本
、

及
び
『
二
年
律
令
』
『
奏
諏
書
』
に
つ
い
て
は
④
を
も
参
照
す
る
必

要
が
あ
る
。

先
述
の
如
く
、
張
家
山
漢
簡
の
内
容
は
多
様
で
、
複
数
の
研
究

領
域
を
跨
ぐ
た
め
、
全
体
を
概
観
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

各
文
献
の
概
要
を
示
し
た
前
掲
「
概
述
」
も
存
在
す
る
が
、
そ
の

情
報
は
発
掘
当
初
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
研
究
が
進
ん
だ
現
在
か

ら
見
る
と
不
十
分
な
点
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
『
張
家
山
』
「
前

言
」
に
お
け
る
解
説
は
簡
略
す
ぎ
て
、
各
文
献
の
具
体
的
内
容
を

把
握
す
る
に
は
物
足
り
な
い
面
が
あ
る
。
よ
り
手
軽
に
、
且
つ
適

度
に
全
体
を
見
渡
せ
る
も
の
が
あ
れ
ば
有
益
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
要
請
に
応
え
よ
う
と
し
た
の
が
、
本
稿
の
「
第
一
部
張
家
山

漢
簡
解
題
」
で
あ
る
。

続
く
「
第
二
部
張
家
山
漢
簡
関
連
文
献
提
要
」
で
は
、
各
文

献
の
内
容
を
よ
り
深
く
知
ろ
う
と
す
る
際
に
手
掛
か
り
と
な
る
研

究
書
を
紹
介
し
た
。
た
だ
し
、
既
発
表
の
論
文
及
び
著
作
は
相
当

量
に
の
ぼ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
専
著
の
中
で
も
と
り
わ

け
注
釈
や
口
語
訳
等
、
基
礎
的
研
究
を
含
む
も
の
を
選
ん
で
紹
介

す
る
こ
と
に
し
た
。

最
後
の
「
第
三
部
張
家
山
漢
簡
『
蓋
腐
』
研
究
概
況
」
は
、

『
蓋
麿
』
に
関
す
る
現
在
ま
で
の
研
究
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

兵
書
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
『
蓋
麿
』
は
、
主
に
思
想
研
究
の
分

野
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
文
献
だ
が
、
他
の
諸
篇
に
比
べ
て
認

知
度
が
低
く
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
特
に
こ
れ
を
取
り
上
げ
、
紹
介
の
意
味
も
込
め
て
、
『
蓋
麿
』
の

研
究
状
況
を
記
す
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
第
一
部
は
金
城
未
来
、
第
二
部
は
草
野
友
子
、
第
三
部

は
福
田
一
也
が
担
当
し
た
が
、
単
な
る
分
担
作
業
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
に
協
力
し
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
本
稿
が
こ
れ
か
ら
張
家
山

研
究
に
取
り
組
む
方
々
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。（
福
田
一
也
）

(
1
)

同
時
に
出
土
し
た
「
暦
譜
」
に
は
、
漢
の
高
祖
五
年
（
前
二

0
ニ

年
）
四
月
か
ら
呂
后
二
年
（
前
一
八
六
年
）
後
九
月
ま
で
の
各
月
に

お
け
る
朔
日
の
干
支
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
発
掘
状
況
の
詳
細

は
、
荊
州
地
区
博
物
館
「
江
陵
張
家
山
三
座
漢
墓
出
土
大
批
竹
簡
」
（
『
文

物
』
一
九
八
五
年
第
一
期
）
を
参
照
。

注

(80) 


